


















要約 発育の研究においては,個人を追跡する縦断的観察によって得られたデータを用いる

ことが望ましい。しかも,その際の測定間隔はできるだけ短いことが,真の発育の様子をと

らえるのには重要である。そこで,比較的寒冷である群馬県農山村の小学生男子 21 名,女

子 30 名と,東京都の中学生男子 56 名,女子 55 名を対象に毎月 1 度あるいは 3 か月に 1 度

とられた体重データについて,季節変動に差がみられるかどうか,検討した。その際,時系

列解析の一つであるセンサス局法を用いた。

その結果,2 つの地域とも,季節成分に冬がピーク(山),夏が谷となる者が多い,という点で

は一致をみた。特に男子においては,冬にピークをもつ者も多く,春と秋にピークをもつ例

もみられたが,夏に山がくる者はいなかった,という点で,かなり一致していた。しかし,東

京都の女子は冬・春が山,夏・秋が谷という傾向があったのに対し,群馬県農山村の女子は

ピークの現れ方に比較的バラツキがみられた。また,季節変動の幅を 2地域間で比べると,

群馬県農山村の方が,変動の幅が小さかった。しかし,これらの地域差はそれほど顕著なも

のではなく,むしろ同一地域内での個人差の方がはるかに大きかった。

今後は,より大人数を対象に,身長・体重の季節変動や発育のトレンド成分などについて

も,2 つの地域間で比較していく予定である。


